
育児大好き

＊１月号＊
明けましておめでとうございます。
本年も、HappyChildを宜しくお願いいたします

さて、年も変わり、心機一転！色々な事にチャレンジ出来そうな気分になりませんか？
“チャレンジ”なんて聞くと大きな事に挑戦しなきゃいけない様な感じもしますが、
「子どもといっぱい遊ぶ！」なんて身近な目標だって良いんです！
忙しくて中々お子さんと遊ぶ時間が取れないパパさん、ママさんが多い今、
一緒に遊ぶ時間を増やすのは中々難しい事かもしれませんが、ほんの少し気にかけるだけでも、
時間の使い方が変わる…かも？！しれません(笑)
でも、無理はせず。今年も子育てを楽しんでいきましょう♪

MENU
★　香港のトイショー、大きな収穫がありました
　　～さて、その収穫とは・・・～

★　【育児お役立ちコラム】パパ大豆の「ネクタイとっておんぶひも」
　　～ ありのままを受け入れる、って？ ～
　
★　パパ大豆の子育て豆知識
　　～発達の積み重ね(1)～　

★　子育て雑感
　　＜一筋縄じゃいかない反抗期の「駄々コネ」＞

★　「楽しむ子育て」を始めた方たちからの声
　　～たくさんいただく「うれしいお声」のほんの一部をご紹介！～

◎　「楽しむ子育て広場」「トイフォーベビー」のご利用案内
　　～赤ちゃんに「旬のおもちゃ」を与えたいと思ったら・・・・～

ぺこり

パパ大豆の「子育てひとこと語録」

３歳までは、「思いを全部かなえてあげる子育て」を！
わがままになんかなりません。乳児期に、親の愛情に
満足した子どもは、むしろ自立が早いんです。

パパ大豆



■育児大好きワイワイ新聞　発行の主旨

「育児が楽しい」と思える気持ちを、多くの育児にたずさわる人たちと共有できたら、もっと育児が楽しくなると思いませんか？

「わたしの子育て、これでいいのかしら？」といった悩みや不安を誰かに話し、　「そういうの、あるある」と共感してもらえるだけで気持ちが少し

楽になる・・・なんてことないですか？　「育児大好きワイワイ新聞」は、今よりもっともっと育児を楽しんで、育児を大好きになってもらうために、

発行していきます。　なので、読者のみなさまも、どしどし「お声」をくださいね！　育児の中でうれしかったこと、悩んでいること、ご意見、ご感想

なんでもけっこうです。その「みなさまからの声」を、今後の編集に生かしていこうと思っています。

【香港のトイショー 大きな収穫がありました！！】

こんにちは、パパ大豆こと廣島です。

先日、世界各国のおもちゃメーカーや工場が出展する香港のビックイベント、トイショーに行ってきました。

何の目的で行ってきたかというと、勿論、赤ちゃんの発達を促して育児を楽しくしてくれるオモチャを探す事。

それと・・・パパ大豆が構想を練っているオモチャを作れそうな工場探しも大きな目的です。

その成果はというと・・・乞うご期待です

かなり良いオモチャが見つかりました！

一つはあまりに気に入ったので、頼みこんでショーの最終日にサンプルとして持ち帰りました。

どんなオモチャかと言いますと、着替えやボタンかけなど、日常生活に必要な手を使ったアクティビティを

体験できる“ぬいぐるみ”です。

正直、パパ大豆の一目ぼれです（笑）

持ち帰ったサンプルは、日本に帰ってからよ～く検証してみました

・・・正直言って、かなりイイです。

あんまり言うとわざとらしく聞こえますよね。

でも、ホントいいんです！

デザインもですが、なんと言っても「つくり」がいい。

着せ替えの服に、パンツやリュック、それにクツ・・・そうした細かい所までしっかり縫製してあるんです。

もちろん、必要なアクティビティや刺激も、キッチリ盛り込まれています！

8ヶ月から2歳半くらいまでの子どもに、是非あたえたいオモチャです。

春頃にはリリースしたいと思っているので、期待していて下さいね！

今回は編集に間に合わせる事ができなくて、写真の掲載が出来ませんでした.

次回リリースのお知らせをするときには、細部までしっかり見ていただきますよ！

あと！

オリジナルの布オモチャを作る工場も、何社か目ぼしいところがみつかりました。

企画、デザインともにパパ大豆が手がけるので、少し時間がかかりそうです。

このオリジナルの布オモチャは、今年のパパ大豆の抱負となりそうです。

以上、大きな収穫を得る事が出来たトイショーのご報告でした！



パパ大豆が「なるほど」と思ったのは、  「 いい点を感じ取る力をみがく 」  という部分。

そう、感性をとぎすませることが大事なんですよね。

短所というのは、だまってても目に付くし、それを指摘するのは容易なことだけど、

それに流されることなく、敏感に子どもの良いところを見抜いてやる感性。 

短所が直ることはない、短所のせいで社会生活が困難になることもない、というのは自分が一番よく知ってるはず。

悪いのは、「短所を指摘され続けること」で、自信を失ってしまうこと。 

　「短所にひとつ目をつむると、その分、長所がひとつ見えてくる」

そうして、子どもの短所を気にしない事が、良いところを見抜いてやる感性を磨く事になるのだと、パパ大豆は思います。

そう考えると、「子どものありのままを受け入れること」って、それほど難しいことではないと思えてきませんか。

【育児お役立ちコラム】
パパ大豆の「ネクタイとっておんぶひも」

…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―
このコラムは、パパ大豆の育児日記「ネクタイとっておんぶひも」
の過去のトピックからピックアップしてお届けしています。
…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…ー

＜ありのままを受け入れる、って？＞

子育てを考える上で、子どものありのままを受け入れることが大切と、いいますよね。

でも「ありのままを受け入れる」と言われても、おそらくあまりピンとこないのではないでしょうか。

これについて、佐々木正美先生は、とっても分かりやすい言い方をしていますので、ご紹介します。

 

　すぐれた親とすぐれていない親、いい教師とあまりいいとはいえない教師とのちがいは、

　どこなんだろうかということです。

 

　そういう分類がいいかどうか分かりませんが、多くの人と会って強く思うことは、

　人の長所や才能を発見する能力のある人のほうが、だいたいすぐれた親であり、教師ですね。 

　反対に短所や欠点の方ばかりに目がいき、それを神経質に直そうとする人のほうが、

　どうもすぐれていない、あるいは、育児や教育に、失敗してしまうことが多いのではないかと実感しております。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中略）

　ですから、みなさんにやってほしいことは、できるだけ子どものいい点を、たくさん見つけてあげて、

　みつけてあげるというよりも、いい点を感じ取る力をみがいていただきたいと思います。

　

   子どものいい点を感じ取って、共感の気持ちを持って接していただくと、

　子どもはそれだけでうまく育っていくと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木正美　著　「続・子どもへのまなざし」より

めをつむる　　　　　　　みえてくる



【パパ大豆の、子育て豆知識】

＜発達の積み重ね(1)＞

「発達」というキーワードは、パパ大豆にとって、とても重要な言葉であり、

育児の上で、いつも意識していることでもあります。

これについては、このコーナーで何回かに分けて、掘り下げていきたいと思います。

今回はその1回目。まずは、発達についてのこんな一節をご紹介します。 

　エリクソンは、ある時期に必要なあることを、「危機、クライシス」とよびました。

　人間は、「この年齢になったら、このくらいのことができなければ」と周囲の人や社会から期待、要求されます。

　その期待と本人の欲求との間には、必ず葛藤が起きます。

   その葛藤を克服するために、つよい精神的心理的な緊張が出てくるのです。

　この緊張を「危機、クライシス」というのです。 

　しかし、日本人の感覚には、危機という言葉はなじみにくいので、そのとき克服していかなければならない

　「課題（発達課題）」といったほうが、分かりやすいと思います。 

　一つの発達というものは、そのときの発達課題を克服し、解決することで獲得するのですが、すると、

　その達成した一つの発達が、次の新たな発達を準備するのです。つまり、前の発達が達成されていなければ、

　次の発達には進めないのです。 

　首が座らなければ、寝返りがうてないのと同じ事で、順序を追うのです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木正美　著「子育てトーク」より 

この中で、佐々木先生が、エリクソンの「クライシス（危機）」を「課題（発達課題）」と説明しています。

これを読んでパパ大豆は、そういえばと思い浮かべたことがあります。

モンテッソーリが乳幼児がこなしていくべき発達課題のことを

 「神様からの宿題」

と表現しているんです。どれも、同じ事を言ってるんだなあと、感心してしまいました。 

このあと、乳児期（０～２歳くらい）、幼児期（1～３歳くらい）、児童期（４～５、６歳くらい）、学童期（小学生）と

その特徴が述べられているのですが、こうして年代別にその特徴をみていくと、ほんとうに、

発達の積み重ねなんだなと感じます。

どこかの段階を飛ばしてしまっては、いけないんだと・・・。 

次回は、この続きで、各段階の特徴をご紹介します。 
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【子育て雑感】

＜一筋縄じゃいかない反抗期の「駄々コネ」＞

もうすぐ2歳9ヶ月を迎える我が家の末っ子ソラは、いまが「反抗期」真っ最中。

そんな中、帆足英一先生の本を読んでいたら、「駄々コネにどう接するのが理想的か」について

触れられていましたので、ご紹介しますね。

スーパーで、おもちゃがほしいと大声で泣いて駄々コネするとし君に対して、お母さんは、とし君が泣き止んで

落ち着くまでじっと待ち、泣き止んだとし君を「よくがまんできたね」という気持ちを込めて、

抱きかかえた、という「駄々コネ」に対処するお母さんの例のあと、こんな風にまとめられています。

このように、わがままに対しては一貫して妥協せず、しかし、強くしかることはしないで、

自分の力でわがままを乗り越えていく「とき」と、その体験を積み重ねることが大切なのです。

この体験によって、子どもはいくらわがままを言っても、駄目なことは駄目なんだということを学習し、

しだいに聞きわけがよくなっていくのです。

日常の慌ただしい日々において、子どもの駄々コネににゆっくりとつきあうだけの時間がないことも多いのが実情です。

場合によっては、強くしかって、とりあえずその場をやりすごさざるを得ないことも少なくありません。

しかし、子どもの駄々コネにじっくりとつきあって、

子どもが自分の力で乗り越えていく体験を大切にしなければならないことを忘れないようにしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆足英一　著　『わが子に「愛されている実感」を伝える子育て』より

パパ大豆もこんな風に接していきたいなぁ、と思う一方で、「妥協せず、じっくり待つ」の一本槍では、

実際成り立たないなぁ、という部分も感じました。

実際、ソラの駄々コネを思い返してみます。明らかに「わがまま」だったり、

「言うことを聞くべきではないこと」の場合もあるけど、それが、「要求そのものは妥当なもので、でも親の都合で、

かなえてあげられない」時の駄々コネというのも、日常では少なくないんです。

たとえば、スーパーで買い物のときに「おもちゃがほしい」と泣き叫ぶ場合と、

おうちで夕食の支度をしているときに「絵本を読んで」といったら「忙しいからあとで！」と言われて泣き叫ぶ場合、

どちらも立派な「駄々コネ」だけど、性格がちょっと違う。ビミョ～だけど、やっぱり違う。

そのときのシチュエーションを抜きにして考えてみるとわかりやすいです。

「スーパーのお買い物で」というシチュエーションを抜きにして考えても、「おもちゃをねだる」という行為を

習慣化させたくはありません。一方「夕食の支度をしていて」というシチュエーションを抜きにして、

「絵本をよんであげる」という行為を考えると、親としては、ウェルカムですよね。その違いです。

一方、親の側から「駄々コネ」を考えてみます。子どもが駄々をコネた後で、

ただ「駄々コネをおさめよう」としてしまいがちではないでしょうか。

でも、反抗期だからといって、子どもの要求すべてが「駄々コネ」になる、ということではないんです。

こちらの対処次第では、駄々コネにならなくてもすむ場合もあるんです。

こちらの都合で、子どもの要求が通らなくて駄々コネが始まったときは、「その場をやり過ごす」のですが、

パパ大豆としては、「駄々コネになる前に」要求をかなえてあげることも、必要なんじゃないかと思います。

夕飯の支度をしていて、子どもが「絵本読んで」とせがんできたら、「１つだけだよ」と約束して、

絵本1冊読んであげたらどうでしょう。ほんの5分か10分です。

1冊読んで夕飯の支度に戻って、駄々をこねられたら仕方ありません。じっくり付き合うか、やりすごしましょう。

大丈夫、約束したことは、意外と守ってくれることのほうが多いです、実際は。

反抗期の駄々コネは、発達上大切な経験であることは疑いようもありません。

でも、なんでもかんでも駄々をこねられたんでは、こっちも、そして子どもも体と心がもちません。

反抗期の子どもの要求を、一寸立ち止まって吟味してみませんか？



「楽しむ子育て」を始めた方たちからの声
～たくさんいただく「うれしいお声」のほんの一部をご紹介！～

すばらしい一品です生後１ヶ月の時に購入しました。
寝てる時間がだんだん少なくなり、だっこしてるとおとなしい
のに、ベットに寝せるとぐずる毎日でした。
赤ちゃんってなぜか忙しい時間帯(午前中、夕方) にぐずります
よね。これが届いてからは仰向けに寝せただけで、楽しく？
キックしたりおとなしく人形をみています。
おかげで掃除、洗濯、炊事がはかどるようになりました。
またよく遊んで疲れるのか夜はぐっすり寝るようになりました。
先日、２歳半の甥っ子がきて教えてもないのに寝っ転がって、
おとなしくライオンを触って遊んでました。
子供心をくすぐる一品なんでしょうね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿名希望さま

周りが囲めるので安心するようです。
今４ヶ月になったばっかりですが、おもちゃ（音のなる）に手をのばして遊ぶようになりました。
後は鏡で自分の顔を見て、ウットリしてます（笑）
まだキックバッドは分かっていない様子。。これからの成長が楽しみです。　　　　　　　　　　　　　Ｍさま

布絵本

ジム

こんにちは！
メ－ルありがとうございます。先日の贈り物の布絵本は大変喜ばれました！！！
先方もいろいろなお祝いを頂いている中で，初めてもらったプレゼントで親子のコミニケ－ションが出来るし
ママの英語のお勉強にもなるから親子で楽しめると言われて、とっても喜ばれて私もうれしかったです。
また次回のお祝いには、利用させていただきたいと思いますので宜しくお願いします。
ありがとう御座いました！　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y.T 様より

今日、商品が届きました。　
布絵本は種類が多く迷いに迷った末に
ＫＩＤＳ２のティーサーブックにしましたが大正解でした。　
４ヶ月で本を舐める時にも自分で持つ際に大きさがちょうどよく、
夢中で遊んでいます。
ネットでみたときよりも、実際のほうが可愛いとおもいました。　
また歯固めの部分がリングにつけられるのも良かったです。
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マッキー 様より

今日TINY LOVE アクティビトット・トロピカル
アイランド（プレイジム）届きました！
迅速な対応ありがとうございます。
早速息子に遊ばせてみましたが、夢中になって
遊んでいます。何よりもうつ伏せになりながら
遊ばせれるところがいいですね。
じつは息子はかなりのおでぶちゃんになりつつ
あるので、もっと体を動かす意味でも購入しまし
た。効果があればと思います。
満足しています。ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　大阪の新米ママ様より

白黒赤

布絵本　かずあそび

（TINY LOVE ジミニー・

　　　　　トータルプレイグラウンド）



おもちゃ

無事に届きました。ありがとうございます。
さっそく、孫に見せています。これもセオの愛用品です。
いつもBAWI　アニマルスタッキングといっしょです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　セオババ様より

ディーズナーサリー様

先日「アニマル・ソフト・ボーリングＮＥＷ」をお届けいただいた○○です。
ご連絡遅れましたが、商品無事届きました。
早く届けていただきましてありがとうございました。無事友人の渡すことができました。

1才半なので、まだボーリング遊びはしませんでしたが、鈴の入ったボールを転がしたりして早速遊んでいました。
ピンは、主に鼻をかじられていましたが（笑）、首のところがちょうどにぎりやすいらしく、握って持ち歩いていました。

とてもかわいらしいおもちゃをプレゼントできたので、貴店で購入してよかったと思います。
また利用させていただく機会もあると思いますのでよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つめとぎ 様より

送り先は後輩だったのですが、
「すごく面白くて子供のお気に入りになっただけでなく 
親も一緒に楽しめる」とのことで、とても喜んでくれました。
ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　様より

白黒赤

こんにちは！今日商品が届きました！！
思ってたよりボリュームがあってふかふかで嬉しかったです。
さっそくタワーの方(ＢＡＷＩ　どうぶつかさね)を開けて７ヶ月のお子の前に置いてみました。
「とれるんだよ～」って見せた後様子を見ていたら、なめたりかじったりさわったりして一個ずつはずして遊んで
いましたよ。「うし」と「ろば」は、まだどうやって外すか考え中のようです。
慣れてきたら自在に取れると思います長く楽しめそうでいい買い物だったと思います。
ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すまのやま様より

BAWIはデザインがどれも可愛くてお気に入りです。
中でもこちらはちょうちょの可愛らしいお顔が息子の
ツボだったようで、毎日さわって遊んでいます。
まだ引っ張ったりはできませんがふわふわのさわり
心地が好きみたいでニコニコしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇｒｅｅｔｔ様より　　　　　　

友人の出産祝いに。
五感を刺激してくれるおもちゃだとゆうことで、選びました。
喜んでくれるといいなぁ。
いつか自分の子供にも与えたいと思っています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　neko3855様より

出産お祝いに友人の赤ちゃんへ贈りたかったのですが、
お祝い返し等はいらないので、気持ちが伝わる程度の
比較的値段が安い商品を探していました。
信用のあるブランドと、購入したお店のこだわりがとても
わかり、こちらに決めました。
友人からもとても喜ばれて、また利用したいなと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はむごろー様より

アニマル・ソフト・ボーリング
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